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平成 27 年度第 2 回見学会は、『U ２-Home』（ユースクエアホー
ム）を見学した。

『U ２-Home』は、㈱ LIXIL の研究機関である LIXIL 総合研究
所において、IoT 時代やスマートコミュニティ社会の到来を
見据え、人・物・家・社会を情報で結んだ様々な実証実験
を通じて『住生活の未来』を体感できる研究施設。
見学会では、LIXIL R&D 本部 新事業研究センター 情報社会
研究グループ 主査 椎名広樹氏より、会社概要及び施設概要
の説明をうかがった後、Ｕ２-Home の技術を一つずつ見学し
た。

（実施日時：2015 年 12 月 3 日　参加者数 26 名）

■会社概要

□ LIXIL について
LIXIL は近年グローバル化を強く推進し
てきている。
この家の説明の中で「住生活の未来」と
いう表現がいろいろなところに出てくる
が、これは LIXIL の企業理念に掲げた言
葉であり、それに基づいた活動を行って
いる。
LIXIL は、トステム、INAX、新日軽、サ
ンウエーブ、TOEX の 5 社が 2011 年に
統合してできた。グローバル化についていえば、従業員数の
うち半数以上は海外メンバーになっている状況である。

□ LIXIL グループとしての未来への取り組みについて
「トロン電脳住宅」が 1989 年に東京大学の坂村健教授によっ
て提唱され、実際に家が建てられた。その中で、旧サンウエー
ブの部隊がキッチンの部分で協力させていただいたのが一番
最初の未来への取り組みといえるような活動になる。
旧トステム、旧 INAX もホームネットワーク等に取り組んで
おり、2004 年にユビキタス住宅の構想を開始した。さらに
この構想を受け、2009 年にこの家を使って実験住宅として
の試作を開始したり、実証実験を開始している。
2011 年には、東京大学駒場キャンパスに COMMA HOUSE
を LIXIL と東京大学が共同開発し、LIXIL が住宅を東京大学
に提供した。そして、COMMA HOUSE の窓を動かしたり、
湯水の見える可といった部分に関して、システムや開発部
品を提供している。
また LIXIL 住宅研究所のフランチャイズ部門で、1 ～ 2 年に
1 回、コンセプトホームを建てており、何かモノを動かした
りデータをやり取りして、どんなことができるか、どんな
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ことがわかるか、といった観点でシステムとして研究してお
り、システム的に練り上げたものをこの家で全面的に展開し
て実際に動かしている。
また、西新宿に LIXIL のショールームがあるが、スマートハ
ウス展示というコーナーについては、COMMA HOUSE の 1
階の間取りとこの家のシステムの一部をドッキングさせた形
で展示を行っている。

■施設の概要
今年の 3 月に LIXIL として「IoT を活用した住生活の未来に
関する実証実験を実施する」ということで、ニュースリリー
スを出した。
IoT というのは、Internet of Things の略で、“ モノのインター
ネット ” と呼ばれたりするが、あらゆるものがネットワーク
で繋がって、データをやり取りしたりモノを動かしたりする
ことができる技術で、こうした技術をこの家で活用している。
さらに今年にはビッグデータを活用した高度利用の研究に着
手するということで、今、力を入れて取り組んでいる。
この家は、築 18 年の家で、もともとは違う目的で建てられ
たが、その後外装等をリフォームし継続して使えるようにし
た。外装も内装も一見すると普通の家と変わらない形をして
いるが、いろいろなセンサーや機器が組み込まれていて、人・
物・社会が情報で結ばれた住生活の未来というものを体感で
きる施設となってい
る。
U2-Home という名称
は、“ いつでもどこ
でもなんでも ” とい
う意味の「ユビキタ
ス」と、ユニバーサ
ルデザインという言

LIXIL R&D 本部
新事業研究センター

情報社会研究グループ
主査 椎名 広樹氏

末光弘和さん、陽子さんが主宰する株式会社 SUEP では、建物を設
計する前に土地の自然特性を把握し、その場所で得られる自然エ
ネルギーをどんな形で建築に活かすことができるか、さまざまな
シミュレーションプログラムを駆使しながら設計を行っています。
例えば今回取材させていただいた「地中の棲処」は、斜面の土留
め擁壁を兼ねて半地下に埋め込んだ３つの BOX 状の居室から成っ
ていて、蟻の巣のように階段を通じてつながっています。安定し
た地中の冷熱を使う際に、この涼気を１階のリビングまで吸い上
げてくれる気流を設計する必要がありました。
そこで末光さんたちは、南斜面を上ってくる南風を下の階から取

り込み、１階のバスルームに設けた天窓から室内にたまった熱を
排出させる一番適した形を探るために、いろいろな地下生物の巣
の形状をそのままシミュレーションするといった取り組みも行い
ました。その中で、掻き出した土によって異なる縦抗をつくり出し、
自然のドラフトを生みだしているプレリードッグの巣に注目し、
人間用標準モデルを設計。そこからさらに風の流れや空気、湿度
をシミュレーションし、最終的な形を決めています。
このように、目には見えない自然の力をシミュレーションプログ
ラムによって可視化することで、新しい時代の環境共生住宅が生
まれています。

「地中の棲処」ができるまで

SUEP. のラボ活動（一例）

Step1. いろいろな地下生物の巣の形状で風の流れ方をシミュレーションする

Step3 シミュレーション結果を設計に反映していく

地中の棲処・断面図

Step.2 プレリードッグの巣をモデル化し、入口・出口の形状を変えてシミュレーションする

資料提供：SUEP.動物の巣の中の風の流れをシミュレーションする

標準モデル A　出口の風上側が高いモデル B　出口の風下側が高いモデル C　出口の高さを倍にしたモデル
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葉に使われる「ユニバーサル」（＝だれでも）の 2 つの言葉
の頭文字を掛け合わせて、Ｕの 2 乗ということで U2-Home
という名称としている。
この家は住生活の未来の研究の場ということで、スマート社
会に関わる様々な分野の専門家・団体・企業とのイメージ共
有であったり、未来創造をできる場として提供したりご案内
している。メディア公開は今年の 2 月だったが、5 月に NHK
のクローズアップ現代「新産業革命　モノのインターネッ
トのゆくえ」というタイトルで特集が組まれ、その中で U2-
Home を 2 分半程度紹介していただいた。当初、新聞や雑誌
という形でしか紹介されていなかったが、テレビというメ
ディアに載ることで、それまで交流がなかったようなところ
からも引き合いが来たり、交流の場を持つことができた。
ここにいるロボット（①）は、この家に関する案内をアナウ
ンスする役割を担っている。NEC の PaPeRo というロボット
だが、NEC の了承を得た上で、弊社では LIXIL ライフサポー
トロボットの略で「リリボ」と名付け、インターフェイスと
して活用している。
この家には天井に温度、湿度、明るさ、人の動きを捉えるセ
ンサーが組み込まれていて、部屋や廊下といった各エリアに
一つずつ配置している。そこからリアルタイムにとったデー
タは、この家の 2 階にデータとして蓄積しているほか、テレ
ビにリアルタイムに表示している。
1 階の間取りと 2 階の間取りをテレビに表示するなかで、温
度、湿度、明るさのほか、人の動きがあった場合には、人の
マークが表示されるようになっている（②）。
他にも外の状況については、雨や風のセンサーがついている。
風については、向きや強さ、空気の質といったものもセンシ
ングしている。

■U2-Homeに組み込まれた技術

□ウエルカムスピーカー
・門に後付けしたスピーカーから来客時に音楽を流すように

なっている）。

□情報化門扉の提案
・門に後付けされたセンサーにより風向きや風の強さのデー

タをとることができるほか、温度、湿度、明るさのセンサー
も設置されている（③）。

・センサーにより開閉状況を検知し、例えば宅配業者が閉め
忘れても、屋内側にそれを通知してくれる。

□インターフォンとタブレット
・外部からインターフォンを押すと、屋内のタブレット表示

が変わり、インターフォン内のカメラでとらえている映像
が映し出される（④）。

・屋内側から「応答」ボタンを押すと、「玄関前までお進み
ください」と音声案内が流れ、敷地内にお招きすることが
できる。

□セキュリティポール（庭）
・庭に設置された 2 本のセキュリティポール（⑤）に設置さ

れたセンサーの間を侵入者が横切ると、これに連動して 1
階と 2 階の電動シャッターが閉まる仕組みになっている

・“ この地域に犯罪者が潜伏 ” といった情報を家が検知して電
動シャッターと連動することで防犯対策になる。

・セキュリティレベルを設定しておくことで、来客時にも対
応できるようになっている。

□玄関ドア
・スマートフォンで開けられる電気錠は当社で商品化されてい

るもの。
　スマートフォン上に、内部の人の在・不在を表示するよう

な仕組みにとなっており、帰宅時に中に人がいるかどうかを
外から確認でき、帰宅時の不安解消機能を組み込んでいる。

□玄関のタッチパネル
・帰宅時に、「帰宅」ボタンを押すと室内のいくつかの照明が

自動点灯し、帰宅時の不安解消機能となっている（⑥）。
・屋内外の温度差や PM2.5 や紫外線の状況、施錠状態、照明

の消し忘れ、ガスや水道の使用状況、窓の開閉状況、降雨
状況等の表示により、外出時の不安解消機能となっている。

□スマートフォン対応トイレ
・このシステムはすでに商品化されているもの。
・シャワートイレの設定（位置や強さなど）を個人で設定して

おくことで、このスマートフォンを持って入れば、その個人
が前に設定したとおりの設定でトイレを使うことができる。

□トイレのタッチパネル
・トイレのタッチパネルは、色弱の方でも見やすく操作しや

すいはっきりした色使いになっている（⑦）。
・トイレで用を足している際の来客には、「保留」ボタンを

押すことで音声による対応ができる。
・トイレの寒さを検知した場合には、内蔵ヒーターからの温

風により、ヒートショックを防止する機能となっている。
・トイレで具合が悪くなった場合には、「呼出」ボタンにより、

照明やホームインジケーターの点滅、メール配信によって
知らせる仕組みになっている。さらに各タッチパネルの赤
い表示（⑧）で、視覚や聴覚に障害がある場合でも、緊急
状態に気づいてもらえるようになっている。

・長時間入りっぱなしの場合や、ドアの開閉が検知されない
場合にも、異常が発生したことを知らせる仕組みとなって
いる。

□脱衣所・浴室
・明るさセンサーと人感センサーで、人の在・不在を検知し、

照明の消し忘れを教えてくれる（⑨）。
・浴槽のセンサーで、入浴を検知し、自動的に脱衣所と浴室

のヒーターを作動させ、この空間を温めるようになってい
る。

・天井と壁のセンサーで、人の出入りをセンシングし、浴槽

少し変わった取り組みとしては、壁体内や床下、天井裏にも
センサーを組み込み、例えば、家の老朽化との相関性につい
ても試験的に研究している。
実際に弊社社員にモデルになってもらい、人の動きがどう表
示されるかを見ていただくこととする。トイレに入ると人の
マークが間取り図のトイレに表示される。表示が赤くなった
のは、ドアが開いているという状態で、緑になると閉まって
いる状態を示す。窓やドア、シャッターなど開口部すべてに
ついて、このような表示を行っている。
脱衣所に入ると、間取りの脱衣所に人のマークが表示される。
浴室には、薄い膜状のものが張ってあるが、これはお風呂の
フタについているセンサーで、開けると音声でも教えてくれ
る。省エネ行動促進に使えるのではないかと考えている。
キッチンに移動し、棚を開けた場合、どこか閉め忘れた棚が
あるとそういったマークが表示される。
水を使う場合、この家では各水道にセンサーがついていて、
どのエリアで水を使っているかということや量や温度まで計
測している。
このような形で、いろいろなセンサー情報を伝えるのにテレ
ビを使ったり、音声でもいろいろな情報を伝えている。
象徴的な意味合いで設置しているものとして、ホームインジ
ケーターという名称のものがある。有機ＥＬ照明という非常
に薄い照明を３×３枚配置し、カラフルに色が変化すること
で様々な状況をデモ表示しようとしている。
例えば、この家で非常事態、緊急事態が起きた場合には、こ
の照明が赤く点滅することで何か起きていることを教えてく
れたり、訪問者が来たときには黄色い点滅で誰かが来たこと
を教えてくれたり、この家で起こっていることを伝えてくれ
るものになっている。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩
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にお湯が入った状態で、小さな子どもが一人で入っている
ことを家中に知らせてくれる。

・浴槽のフタのセンサーにより、お湯が溜まった状態でかつ
浴室に人が不在なのにフタが開いていることを知らせ、フ
タを閉めるという省エネ行動を促すようになっている。

・風呂の空き通知ボタンにより、間断なく入浴することで追
い炊き回数が減る。追い炊き回数表示が減るのを見ること
で省エネ行動を意識づけできるのではないかと考えている

（⑩）。

□キッチンでの湯水の見える化
・キッチンのタッチパネルで、各エリアでの水の使用量を表

示している（⑪）。
・キッチンで水を出すと、徐々にキッチン部分の数値が変わ

ると共に、色が、緑⇒黄緑⇒黄色⇒オレンジ⇒赤の５段階
で変わる。詳細な数値情報ではなく、どのエリアでどれく
らいの水を使っているかを直感的に感じてもらい、それに
よって省エネ行動につなげてもらえるのではないかと考
え、簡易的な表示としている。

・またキッチンで使っている水栓の秒数を表示している。水
の使用量や金額換算に対して、１秒ずつ秒数を表示すると、

「こんなに使っているので止めなきゃ」という心理がおそ
らく働くのではないか。そういった実験結果も得られたの
で、秒数表示とした。

□キッチン収納
・あらゆるところ、あらゆる引き出しに開閉状態を検知する

センサーを設置し、開発に活用している（⑫）。
《メーカーの視点から》
　引き出しの耐久性能の設定や、新機能を組み込んだ引き

出しの新機能が使用頻度等の検証に利用。
《ユーザーの視点から》
　引き出しの利用方法や収納方法等に対するアドバイスに

利用。

□侵入者検知
・侵入者を検知すると、電動シャッターが閉まり、異常が発

生していることをインジケーターに表示する。
・テレビには、全周囲立体モニターにより侵入者がリアルタ

イムに表示される（⑬）。この防犯画面には死角がないの
で隠れることもできず、こうしたシステムが普及して認知
されれば、空き巣はほとんどなくなるのではないかと考え
ており、非常に有用な技術だと考えている。

・この機能に合わせて、外部の音も聞くことができるように
なっている。

□開口部制御による通風・換気
・環境センサーで屋内と屋外の温度、風向きや風の強さを検

知し、エアコンよりも窓開けによる換気のほうがいいとい
うことを家が判断した場合、インジケーターが風向き表示
モードに切り替わる（⑭～⑯）。その表示により、どの窓
を開けると有効かがわかるので、エアコンを消して窓を開
けるような行動へつなげるようにしている。

・風がない場合は、２階の高窓と１階の地窓（⑰）を開けて

重力換気を行う。これは防犯機能を確保しながらの夜間換
気にも利用できる。

□階段手すり
・階段の手すりに、手すりをつかむとセンサー音が消える仕

組みを組み込み、手すりを使って上り下りする癖をつける
ようにしている。

・若くてもしっかりと手すりをつかむ癖（習慣）を日常的に
つけるようにすることを狙っている。

・手すりを持ち替える時間を考慮し、1 秒以上離すと音がな
るようになっている。

□2階寝室
・一日の中で昼から夜寝るまでにかけての照明と開口部の連

携によって、快適な生活を実現するためのデモを行う（⑱）。

夕方：外の明るさに合わせて徐々に照明が点き、シャッター
も閉まる。

夜　：シャッターは全閉となり、照明は全点灯状態になる。

就寝：照明の色は徐々に電球色に変わる。医学的に、暖か
みのある色のほうがリラックスして睡眠に入りやす
いというエビデンスがあり、それに合わせている。

朝　：徐々にシャッターを開け、光を取り込み、自然光で
目覚める。

□家と家との間の見守り実験
・この家以外にも、一部この家のシステムを旧 INAX の研究

所の実験棟、鎌倉の高齢者関連の研究施設、ＬＩＸＩＬ
住宅研究所のコンセプトホームで展開。これら拠点ごとの
データのやり取りでどんなことができるか、という実験も
行っている。

・ミニチュアハウス（祖父母の家と想定）に、この家のシス
テムの最小単位を組み込み、この家（息子夫婦の家）とは
ネット回線を通じてデータのやり取りを行っている（⑲）。

・祖父母の家に何の生活行動もないと判断されると、ミニチュ
アハウスの照明が赤く点灯し、異常な状態を示す。祖父母
の家で水を出すなど何らかの生活行動を示すと、ミニチュ
アハウスの照明も赤から白へと変わり、正常であることを
示す。

・様々なところに張り巡らされたセンサー情報のうち、いず
れかのセンサーに引っかかって生活行動があったと判断さ
れた場合には、（祖父母が）何をやっているかはわからな
いとしても元気であることを（息子や娘に）伝えることが
でき、それが緩やかな見守りという機能になる。

U2-Home は、一般的な住宅の中に最先端の技術が組み込まれ
ていることが、特別な展示住宅・実験住宅という印象がなく、
住生活の未来もその分だけ身近な存在に感じることができた
見学会だった。

U2-Home（ユースクエアホーム）
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⑪

⑫ ⑰

⑬

⑭ ⑮ ⑯ ⑲

用途：実験住宅

敷地面積：72.87㎡

竣工年：2015 年 3 月

構造：木造（ＳＷ工法）

Ⅰ 省エネルギー

Ⅱ 資源の高度有効利用

Ⅳ 健康快適・安全安心

：

：

：

高断熱・高気密、センシングによる家電コントロール、

センシングによる省エネ行動促進

環境センサーによる開口部制御（通風・換気）

築 18 年の家のリフォームによる長期利用

センシングによる生活行動の見守り、センシングによ

る家庭内事故防止（ヒートショック対策、階段手すり

利用促進　等）、センシングによる高度なセキュリティ、

環境センサーと家電の連携（照明コントロール）

■ 環境共生住宅的技術要素

■ 基本データ 階数：地上 2 階

設計：㈱ LIXIL　R&D 本部

施工：㈱ LIXIL　R&D 本部

⑱


